
「ーたな比熱c...I
gの1%分の熱量 ｝曜でよ

熱容量C・・・ 1°C分の熱量
一 、

（1 （ア）比熱
（イ）熱容

A B

7 27(t,>
なら で

（ウ Aが失う熱量は

（エ BがただにQB=mzalt.tt#温度変化の
大きさを使う、

（オ
Aが失った分がBに渡されているとの順番は⊛-⊕

QA= Q B
⇒ M,C,(t,-t)=M2（2(t-た）
M、C、七、-M.C、七=M2C2t-M2Cztz
七（MiC,+MzC2）= M I C、 t i - M a C z た

だたいな。



113 続き
（2
け） がい→

コ､○
1-11こん
硼

（七、>た）
なども

物体の失った熱量 液体の得た熱量
M E ( t , - t ) C ( t - t 2）

これらが等しいので
ME(t , - t )=C( t-七2）
：いだいすいー

（キ）温める液体が減った分、より高い温度になるはずである。

（少ない水の方がはやく温ま

よって ビ で
（7
tを本来より大きく見積もってしまっているので

C=いい）←分子は大きく見積もる
←分母は小さく見積もる

よってCをいきのこれ見積もってしまう。



1 の 高温物体と低温物体の見極めが大切

☑讋なの
低 温

M.w_n_yg.gg
た な

C oまるい容器
tststttdsgc

（1
高温物体が失った熱量 低温物体が得た熱量

m G. ( t i - t3 ) MCのしーた）な
これらが等しくなるので

m Cm(t、一七3）=MCo(⅓-t2）+C(t3-12）
：.C="で.cn?？-？--

（2

外に熱が逃げるのでt」は理想値より低く見積もって
しまう。すると

C = "を；たはり←分子を小さく見積もる
←分母を大きく見積もる

結果、Cを小さく、見積もってしまう、



I _の 「融解熱」など状態変化に使われる熱は潜熱ともいう。
1gあたり何（JJか、で示される。

氷
or0°C、融解熱！か

？
5--1かの毇と
する､ 1gあたりがとけるのに

m [ k g ) , t 一__イ
_

L [ J］イ使う
c

では""いとこの情報が書いてない気がす
るけれど

0°Cになるようである。

氷がうけとった熱 弾丸が失ったエネルギー
m×103・C(t-0）+Im びさいかん ）量 との

これらが等しいのでで

G L = m×103.c(t-0）+±mひ2

i . x = NI(103ct+½ひ2）
ー ー ー ー ー 1 1



LM理想気体の状態方程式PV = nR Tはどんなときもる

（ア PV = n RTより
刻しに1・RT 変"4と"P)(VT でR

は､ ､（イ）（ア）のがに？
t oT )

⇒ PV+ poV t o PVと上等=RT+ROT
PV=IRTより↓

⇒ RT+Pov t o PV=RT+ROT
⇒ POV+OPV=ROT
- " （ イ ）

（ウ （イ）の答えより
R=で､ はでに一
一

PV二 I・RTに代入して

P V = PHPGVT

⇒ シ = " で
⇒ I T= も+5，1"-1ウ）

( I ) △ V = 0 . 0 1 V , △ T = 0 . 0 0 5 T といえるのでで

-エ =で +T
⇒ p = - 0 . 0 0 5

⇒ OP= - 0 .0 0 5 P よって05%､ ､ 減少､ ､ +どえ
る



1 は お決まりパターンを習得しよう

（1

!

で
德

一 、 ， 、 、 ，

｢変化Aim！｡ ？-
Inga x

- _ - 2、シ、（ア）
（2 分子が受ける力積とX面が受ける力積は

同じ大きさで向きが逆となる。（作用反作用の法則）

よって （11の答えの向きを逆にして 2m41、
（3) l

「

!

'

t LS）で分子は
ひ i x t [ m］

進むので、ぶつかる回数は畜↔選でで| | 2 ［町を"-_-11

（4 1回の衝突あたりの力積は2mひいxで、
t[S］間でみくすし回りぶつかるので

2mひ ix・ びしのこいない
（5 （4）の力積の全分子の和をとると、

でƩ"が、t =

｣
"ひi x ̅※分子によってひ

とかすちまな｡ ､ の一で一芸もがなNとはできない｡ そこで､
Ʃ記号で和とりたい_という_こと_だけ示、、て、いる、Ʃを解けるわけではない。



に 続 き
（6 1

Ʃ 4-1金分子）÷Nなのでひの平均を意味する。｢？いのひと
です｡ これをひでとしている。

TだƩ...､ で
も

= WT

変形⇒※ne =N・ひで
これを（5）の式に代入して

MEでƩひ
ど

=がしT'ババ一一川が

※ととがると純に全分子
の力積は単純なN倍と
ししてよ
いのでmtwt・N⇒ともしにいか

（7 力と力積の関係は
（力積）=（かメ時

いいが1.なら
よって、「1秒あたりの力積」と鬱はで大きさとなる。

（6）の力積の式の七に1を代入して

T N U x ̅

- _ - 1 1 （ キ ） これがF、



1口続き
（8) p=ちより

にもとで = T E
ここで l ³=V、 ひで=ちびより
p=が

I mw̅を作るように変形して

p= 3・ I mn
ーー11（7）



1、は 誘導に従って進めよう
（1
（ア ½mU x ̅=½K T

⇒
zm.jo=」kt）だ=ju
⇒½mw̅=エリ（ア

（イ） び = ¾、
※r w̅ 一 =

ひではな
ー ー ー ー

ので2=レい））に
ぴの平均では、0である。 |（ウ f w̅ =、 ではと書くのだ。

（エ

1m01の質量を州にょっ
とすればなななななはで
mないなだのの数

これを代入して

w̅=ド が

きた。
（2 分子量・・・1molあたりの質量［g）

分光量2なら
M = 2 [ g ] =2× 1 03 [ kg ]

（1）の式 M=2×103、 R=8.3 T = 2 7 [ c ] = 3 0 0 [ K ］

を代入して
ITT=SSTEPTGEJE=TTF1.9×103［⅓I

※この計算は電卓でれれば一よが



西 続 き
（3）前問（I）の結果で二 を用いる。

（カ 酸素（O2）の分子量（M）は32
水素 の分子量（M）は2

｝入試では値は
与えられる。

よって

ぴた=た

!

= F E

水素分子が酸素分子の何倍かを考えると

｡ 一にこすらここたま=4
億いしか

※ Tは同じなので、値は使わなくてよかった

（キ 4.8×102Ms の4倍なので
4.8×102・4= 19.2×102

= 1.9×103は⅔'ーーーーい（キ）



｢

"

前問は（7）より
にがた -一発・ i m o . . .①

川½のことのでする
簔では ｢𩻩？！

!

=½"は一一ザが題必うにの

にいな臁
これをボルツマン定数kを用いて示すと /

書いてあること

I m U x ̅ = I mT = I m E =½ K T

と"でるんな
の？"！"がる必らは
ここ で
⅓び=ひで ⇒ び = 3で

なので
½mた =3・ ImU

=3.½KT

（ウ ① 、 ② よ り

p=3で一・EK T
=無い
（ウ）

（エ ボルツマン定数Kは K=NIとしている。（覚えなくてよい）
（八）の式を変形し kを代11-11

P V= N K T ⇒ PV=ART ⇒ P V = n R 一- _ - 、
高校物理では、PV=nRTを理屈なしで成立する式として
使ってよいが、この問題はPV=n RTがエネルギー分配則から由来している
ことを示した問題である。教養として知っておいてよい。


